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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

国立環境研究所 気候変動適応センターとは

（2018年12月1日）
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気候変動適応法に定められた国立環境研究所の新たな業務を実
施するために，2018年12月に「気候変動適応センター」を設立

気候変動影響・適応に関する情報の収集・整理・分析や研究を
推進し，その成果を広く提供することで，政府、地方公共団体によ
る気候変動適応に関する計画の策定や適応策の実施をはじめ，
事業者や個人を含む各主体による気候変動適応に関する取組に
貢献する



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

国立環境研究所 気候変動適応センターの役割
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

国立環境研究所 気候変動適応センターの機能

（2018年12月1日）
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国内研究機関との連携等による適応研究・事業推進

関係機関・事業体・個人等との間での影響・適応等情報収集・分
析・提供機能（情報基盤：A-PLAT）

地方公共団体適応推進のための技術的助言や援助

地域気候変動適応センターとの事業の連携

人材育成やアウトリーチによる適応施策支援

アジア地域等国際的な貢献（AP-PLAT)



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

気候変動適応情報の収集・整理・分析・提供
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 A-PLAT（気候変動適応情報プラットフォーム）の拡充

• 民間企業向け適応ガイドの掲載

• インタビュー記事の追加掲載

• 地域気候変動適応計画の策定状況／
地域気候変動適応センターの設置状況の更新

• 国内外の適応ニュースの更新

• 活動報告の更新
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地方公共団体との連携や支援
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• 地方公共団体等への技術的援助
• 地方公共団体等の求めに応じ講演会等に講師を派遣

• 地域の主催する検討会や広域協議会等に参画

• 地域気候変動適応計画やパンフレット等に対し科学的見地からの
助言や図表の提供

• 地域との連携や人材育成
• 環境省と共催で国際シンポジウムを開催

• 政策立案のための知見の共有を目的とした
意見交換会の実施

• 地域気候変動適応センターとの意見交換

• 民間事業者を対象としたシンポジウムの
開催

2018.12.5 地方公共団体との意見交換会



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

地方公共団体向けメールマガジンの配信
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• 開始時期：2017年10月からスタート

• 配信頻度：毎月1～2回の頻度で不定期に配信

• 対象：気候変動適応窓口ご担当者様，関係者
※登録者数は関係者含む122名（2019年８月時点）

• 内容：A-PLAT更新情報，地域適応計画や地域適応
センター設置状況，関係府省庁の動向，国内外の
適応に関するニュース，イベント情報のお知らせ等

登録方法：お問合せフォームにご連絡ください。
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市民向けグッズ（絵巻物「適応策の心得」 ）の作成

8

A-PLATの「パンフレット」ページからPDFをダウンロードできます。

本編約５９ｃｍ！
多分野に渡る「適応策」を
絵巻物で楽しく学べます

多くの参加者から
喜ばれました



②適応策の取りまとめ段階

・適応策のまとめ方に関するアドバイス（潜在的適応策/追加的適
応策、適応策の時間軸、優先順位の考え方等）

地域気候変動適応計画策定における段階に応じた支援

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

地域気候変動適応計画策定における支援
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①適応策の検討段階

➂適応計画策定段階

地域気候変動
適応センター

・気候変動適応に関する庁内勉強会等への講師派遣
・各省庁の適応に関する取組等をまとめた資料の提供
（庁内説明用）

・計画の内容について、適応に関する科学的知見等からの確認
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地方公共団体からの要望の類型化

要望詳細 要望詳細

1-1 気候変動に関する一般的な知識についての研修 3-5 他の省庁の適応関連の動きや発信される情報の提供

1-2 自治体の業務に関連した研修（計画策定等） 4-1 影響予測データや観測データの提供

1-3 地域適応センターや自治体が情報共有するための場の提供 4-2 気候変動に関連する一般情報収集への支援

2-1 地域適応センターが参加できる研究制度 5-1 地域ごとの気候変動や影響情報の発信への支援

2-2 外部研究費申請時の支援 5-2 Webページ開設への支援

2-3 連携可能な研究機関や研究者の紹介 5-3 パンフレットのフォーマット提供

3-1 調査や研究に必要となる専門的な知識や情報の提供 6-1 気候変動に関する一般的な資料作成

3-2 他の地域適応センターの取組み事例の紹介 6-2 ステークホルダー向け（企業・農協・市民等）の説明資料の作成

3-3 部局間連携の強化支援 6-3 気候変動影響に関する写真やイラスト等の素材の提供

3-4 地域適応センター間のネットワークの強化支援 6-4 小学生が自由研究（気候変動関連）として扱える事例の提供

〇2019.4末までに設置の地域気候変動適応センター11カ所を訪問
センターからの要望を６つに分類

:人材育成

:調査や研究支援

:地域適応C活動支援

:科学的知見の収集

:ツール開発

:資料の作成支援
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⇒ 広域協議会等を通じて得られた地方公共団体からの要望も加味しながら、
国立環境研究所としての支援策を順次整備中
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要望を踏まえた支援案（人材育成、調査・研究、地域適応C活動）

1-1 気候変動についての一般向け研修会の開催
1-2 適応計画策定等に特化した研修会の開催
1-3 意見交換会等を通じた情報共有機会の提供

2-1 地域適応Cが参加できる研究制度の検討
2-2 外部研究費申請時のアドバイス
2-3 連携可能な研究機関や研究者の紹介

3-1 調査・研究に必要な専門的な研修会の開催
3-2 他の地域適応Cの取組みの紹介
3-3 部局間連携の強化支援
3-4 地域適応C間のネットワークの強化支援
3-5 関係省庁の適応関連情報の整理

自治体適応担当者WS(2018年12月5日)

気候変動適応研究プログラム
(http://ccca.nies.go.jp/ja/program/index.html)
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お問い合わせください！

インタビュー記事・
意見交換会開催3．地域適応C活動

2．調査・研究

1．人材育成

青色：既に提供している支援メニュー
赤色：今年度中に提供開始をめざす支援メニュー
黒色：来年度以降提供をめざすメニュー
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3-5 関係省庁の適応関連情報の整理
（関係府省庁リンク集）
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1．都市計画・防災部局への情報提供
-国土交通省、国土技術政策総合研究所

2．経済・産業部局への情報提供
‐経済産業省

3．農林水産部局や農林水産組合への情報提供
‐農林水産省

4．気候に関する基礎資料
‐気象庁

NO 府省庁 取組名・ページ名 URL 概要

1

国土交通省

国土交通省気候変動適応計画
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/
environment/sosei_environment_fr
_000130.html

国土交通省が実施する適応策をまとめた「国土交通省気
候変動適応計画」が掲載されています。

2 国土交通省の気候変動への適応策
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/
environment/sosei_environment_m
n_000013.html

「国土交通省気候変動適応計画」に基づき、自然災害、
水資源・水環境、国民生活・都市生活、産業・経済活動
をはじめとした各分野における気候変動への適応策が紹
介されています。

3

グリーンインフラで持続可能な魅
力ある国土・都市・地域づくり
を！～グリーンインフラ懇談会
「グリーンインフラ推進戦略」の
公表～

https://www.mlit.go.jp/report/press
/sogo10_hh_000193.html

「グリーンインフラ懇談会」における検討結果を取りま
とめた「グリーンインフラ推進戦略」が公表されていま
す。国土交通省では、今後同戦略に基づきグリーンイン
フラに必要な方策を進められます。

4
国土技術政策
総合研究所

気候変動適応研究本部
http://www.nilim.go.jp/lab/kikou-
site/

将来における気候変動による洪水や渇水等の水災害に対
応するための方策を、治水や利水、環境の観点から多面
的に検討し、設定するための技術的根拠を得ることなど
を目的として設置された「気候変動適応研究本部」の
Webサイトです。

例 都市計画・防災部局関係情報

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/sosei_environment_fr_000130.html
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/sosei_environment_mn_000013.html
https://www.mlit.go.jp/report/press/sogo10_hh_000193.html
http://www.nilim.go.jp/lab/kikou-site/


4-1 影響予測データや観測データの提供
4-2 気候変動に関連する一般情報収集支援

5-1 GISソフトを用いた気候変動や影響情報
発信の支援

5-2 気候変動影響のWebコンテンツ作成支援
5-3 パンフレットのフォーマット提供

6-1 気候変動に関する一般的な資料の整理
6-2 ステークホルダー向けの説明資料の提供
6-3 気候変動に関する写真やイラストの提供
6-4 小学生が自由研究(気候変動関連)として

扱える事例提示

4．科学的知見の収集

5．ツール開発

6．資料作成

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

要望を踏まえた支援案（科学的知見の収集、ツール開発、資料作成）
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気候変動に関するイラスト
(http://www.adaptation-
platform.nies.go.jp/jichitai/material/illustration/index.html)

A-PLAT内WebGISページ
(http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html)

青色：既に提供している支援メニュー
赤色：今年度中に提供開始をめざす支援メニュー
黒色：来年度以降提供をめざすメニュー
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4-1 影響予測データや観測データの提供

〇気候や気候変動影響についての予測・観測データの提供
-気候値・農業・水環境・自然生態系・自然災害・健康分野

〇1キロメッシュでの提供（一部を除き）
〇Shapeファイルでのデータ提供可能
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例1 第二次島田市環境基本計画
将来予測（年平均気温）

例2 徳島県気候変動適応戦略
将来予測（ヒトスジシマカ生息域）

分野 指標

気候 年平均気温・年降水量

農業
コメ収量（収量重視・品質

重視）

水環境
クロロフィルa濃度変化

（年最高、年平均）

自然生態系

森林潜在生育域（アカガ

シ・シラビソ・ハイマツ・

ブナ）

自然災害
斜面崩壊発生確率・

砂浜消失率

健康

ヒトスジシマカ生息域・

熱中症搬送者数・

熱ストレス超過死亡者数

A-PLATから提供中のデータ（一部）一覧
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4-2 気候変動に関連する一般情報収集支援

北海道HPの新着情報

沖縄県HPの新着情報

自治体HPの新着情報

新着情報の
データベース構築

Webアプリの
開発



各分野に関連する
キーワード（現在検
討中）を検索

地域別に検索

任意のキーワードで検索

検索期間の設定

上記の条件(気候変動に関する記事、全国、検索期間：7月23日～8月23日)の検索結果

農業、森林・林業、水産業 水環境・水資源 自然生態系

自然災害・沿岸域 健康 産業・経済活動 国民生活・都市生活

全国 北海道・東北地区 関東地区 中部地区

近畿地区 中国・四国地区 九州・沖縄地区

気候変動

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

4-2 気候変動に関連する一般情報収集支援
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4-2 気候変動に関連する一般情報収集支援

アンケートのひな型
公共団体による気候変動

関連のアンケート調査の事例集

例 埼玉県
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0502/h30ontaikak

enseisupport.html
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5-1 GISソフトを用いた気候変動や影響情報
発信の支援
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①調査やデータ収集 ➂Webでの発信②可視化や共有

気候変動や影響情報の収集・発信におけるGISソフトウェアの活用

ESRIジャパン社の提供するArcGIS Onlineの各アプリケーションの活用イメージ

地域気候変動
適応センター

地域気候変動
適応センター

一般公開
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①調査やデータ収集

信州気候変動
適応センター

一般公開
（予定）

セミの分布域の可視化

②可視化や共有

セミの種ごとの頻度分布セミの分布情報の収集

信州気候変動適応センターのArcGIS Onlineの活用検討事例

信州気候変動
適応センター

➂Webでの発信

市民参加型の生物分布調査での活用例（長野県）

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

5-1 GISソフトを用いた気候変動や影響情報
発信の支援
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5-2 気候変動影響のWebコンテンツ作成支援

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

センターについて

気候変動に関する情報 気候変動への適応策 普及啓発・支援

問い合わせ

気候変動の現状及び予測

影響の現状及び予測

地域で有効な適応策

地域内での適応事例

個別のイベント情報

センターとは

設置根拠・設立経緯

センターの役割

センターの活動内容

• 地域の気候変動の現状に関する情報やデータ
• 地域の気候変動の予測に関する情報やデータ
• p.2，3，4を参照

• 地域の気候変動影響の現状に関する情報やデータ
• 地域の気候変動影響の予測に関する情報やデータ
• p.5を参照

• 気候変動に関する一般的な情報 • 適応策とは何か
• 地域の適応計画

• 代表的な作物の品種転換や農作業
における工夫等の知見

• P.6を参照

• セミナー開催情報、開催報告
• イベント参加情報、参加報告

サイトポリシー リンク集

支援・補助金に関する情報

• 地域での適応策の事例
• P.7を参照

適応に関連する県内の研究所

• p.6を参照

サイトマップ案
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過去の気象データは
気象庁ホームページにて取得可能
http://www.data.jma.go.jp/obd/
stats/etrn/index.php

「地点」を選択し、「年ごとの値を表示」すると
年ごとの平均気温や降水量データを取得可能

•福岡県の気候について

福岡県の年平均気温は、長期的には 100 年あたり約
2.54℃の割合で上昇しています。要因には地球温暖化
、都市化の影響、自然変動が含まれると考えられます。

＜参考 信州気候変動適応センターのページ＞
https://shinshu-moninet.org/data/

＜福岡管区気象台 地球温暖化リーフレット 福岡県版より＞
https://www.jma-

net.go.jp/fukuoka/kaiyo/chikyu/report/report.html

ページのイメージ

5-2 気候変動影響のWebコンテンツ作成支援

https://shinshu-moninet.org/data/
https://shinshu-moninet.org/data/
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php
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5-3 パンフレットのフォーマット提供

各地域適応C紹介 一般向け



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM
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6-2 ステークホルダー向けの説明資料の提供

今後、ステークホルダー別（団体・事業者etc）の説明資料を準備予定

一般向けの気候変動および適応についての説明資料



例 佐賀市地球温暖化対策実行計画の概要版 例 兵庫県でのワークショップ資料より（2018年2月20日実施）

CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

6-3 気候変動に関する写真やイラストの提供
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6-4 小学生が自由研究として扱える事例提示

サイト名・概要等 団体名等 ＵＲＬ 備考

自由研究
（外来種について考
えよう！）

環境省

https://www.en
v.go.jp/nature/i
ntro/4documen
t/tool.html

・テーマが①から⑤まで設定されそれぞれ
ワークシートが用意されています。
・自由研究セットの中では、気候変動との
関連については触れられていません。

いきものログ
（市民参加型調査等
に参加できるウェブ
アプリ）

環境省
https://ikilog.bi
odic.go.jp/

・市民参加型調査等に参加できるウェブサ
イト・アプリです。
・専門家による種名判別おたすけサービス
もあります。

星空を見よう
(全国一斉の星空観
察）

環境省

https://www.en
v.go.jp/air/life/
hoshizorakansa
tsu/index.html

・次回は、2019年8月頃を予定しています。
・デジタルカメラが必要です。
・気候変動とは直接の関係はありませんが、
光害、エネルギー浪費等の簡単な解説があ
ります。

自然しらべ
(身近な自然の環境調
査)

公益財団法
日本自然保護
協会

https://www.na
csj.or.jp/activiti
es/ss/

・子どもからお年寄りまで誰もが気軽に参
加できる自然環境調査で、身近な生き物や
海辺、川など毎年調べるテーマを変えなが
ら実施されています。
・調べ方の載ったマニュアルが提供されて
います。

https://www.env.go.jp/nature/intro/4document/tool.html
https://ikilog.biodic.go.jp/
https://www.env.go.jp/air/life/hoshizorakansatsu/index.html
https://www.nacsj.or.jp/activities/ss/


近日A-PLAT内にて公開予定



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

現在実施中のその他支援メニュー

滋賀県（庁内横断的に設置した例） 茨城県（大学に設置した例）
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〇他の地域適応Cの取組み紹介（3-2）：インタビュー掲載
〇部局間連携強化支援（3-3） ：インタビュー掲載
〇地域適応C間ネットワークの強化支援（3-4）：意見交換会等開催

ご意見・ご要望があれば、ぜひお知らせください

滋賀県低炭素社会づくり・エネルギー政策等推進
本部 組織図（平成31年４月） 茨城県地域気候変動適応センターの概要



まとめ

〇地域適応Cからの要望を聞き取り

→人材育成、調査や研究支援、地域適応C活動
支援、科学的知見の収集、ツール開発、資料の
作成支援の6つに分類

→各分野について順次支援メニューを整備中

〇地域適応Cはもとより、自治体の皆様のご
意見・ご要望を幅広く伺いながら、支援策
の充実を図ってまいります



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

（参考）意見交換会等を通じた情報共有機会の提供

■ 目的
全国の地域気候変動適応計画の策定や地域気候変動適応センターの最新動向、取組事

例を共有することにより、地域を超えて自治体連携を強化することを目指す

■ 主催
国立環境研究所気候変動適応センター

■ 日時・場所
 日時：2019年11月22日(金)
 場所：東京
 定員：100名程度

（終了後懇親会を予定）

第二回 地域の適応推進に向けた意見交換会

29


